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２０２６年度北海道事務所の体制

６つの取組で「働く」と「雇用」をサポート

ジョブ産雇（産業雇用安定センター）では、6つ
の取組で再就職希望者の「働く」と企業の「雇用」
をサポートしています。

■１つめの取組 －再就職支援－
事業縮小や事業所閉鎖、構造改革のための早期退

職等で離職を余儀なくされる従業員の方々の再就職
を支援します。
企業からの支援依頼を受けることにより、在職中

の従業員を対象として離職後も最長1年間にわたっ
て再就職支援を無料で実施します。

■２つめの取組 －人材のあっせん－
人手不足や事業拡大等に伴い人材確保が必要な企

業から求人を受け付けて、期待する能力や経験等の
ご希望をお伺いしたうえで、登録求職者のあっせん
を行います。

■３つめの取組 －キャリア人材バンク－
在職者や離職後1年以内の60歳以上の方で、働く

意欲のあるシニア層の方々の再就職を支援します。
長年にわたり培った能力や経験を活かせる求人の

確保に取り組みマッチングを行います。

■４つめの取組 －雇用シェア－
経済環境の変化や自然災害等により一時的に雇用

過剰となった企業の従業員の雇用を維持するため、
他の企業への在籍型出向の活用をサポートします。

■５つめの取組 －従業員の人材育成－
従業員の人材育成や他の企業との交流を目的とす

る出向のほか、従業員の自発的なキャリアアップを
目的とする出向をサポートします。

■６つめの取組 －各種セミナーの実施－
企業の様々なご要望や課題解決に向けた各種セミ

ナー（有料）をリーズナブルな価格で実施します。
優秀な人材の育成、職場の活性化などオーダーメ

イドで対応します。

ジョブ産雇（産業雇用
安定センター）は企業
と人材を結ぶエキス
パートです‼

2026年度における北海道事務所の体制は、下表
のとおり16名体制でスタートします。エネルギー
会社、製薬会社、アパレル業界、旅行業、百貨店、
総合建設業、家電メーカー、楽器メーカー、洗剤・
化粧品卸売業等の幅広な企業からの出向者が参与と
して、その業界の専門的な知見と人的ネットワーク
を活かしながら再就職のあっせんを行ってまいりま
すので、引き続きよろしくお願いします。
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賛助会員入会のご案内！

会 費；１口／年額１万円

◇特典①；機関紙「かけはし」の無料配付
◇特典②；人材情報(求職情報リスト)の無料配付
◇特典③；Sankoセミナーの賛助会員価格
◇特典④；職員の定期訪問による情報提供 等々



旭川弁護士会研修会で支援内容を説明

2025年7月から年収の壁対策として、「短時間
労働者労働時間延長支援コース」が創設されました。
労働者を新たに社会保険に加入させるとともに、収
入増加の取り組みを行った事業主に対する助成制度
です。制度のお問い合わせは厚生労働省北海道労働
局（電話 011-788-9071）あてお願いします。

第85回（令和8年度）全国産業安全衛生大会は、
北海道札幌市で「大地にみなぎる 安全・健康 決
意の力」をテーマに、9月16日(水)から18日(金)
までの3日間にわたり開催されます。
プログラム・お申込み方法、お申込み開始日等の

詳細につきましては、JISHA中災防 中央労働災害
防止協会の特設ウェブサイト(4月1日開設予定)に
て、順次ご案内します。

3月9日（月）、労働者健康安全機構様・全国倒産
処理弁護士ネットワーク様共催による「未払賃金立
替払制度の研修」が旭川弁護士会会員と事務職員の
皆さまを対象に旭川トーヨーホテルで開催され、
ZOOMでの参加者も含め33名の方々が研修を受講
されました。研修会の終了後「雇用調整における従
業員の再就職に向けた支援」について、北海道労働
局職業安定部職業安定課の高橋課長から説明があり、
続いて「倒産等により離職を余儀なくされる従業員
の再就職支援」について、ジョブ産雇北海道の阿部
所長から説明を行いました。
未払賃金の立替払い制度に関しては、破産管財人

となる弁護士の先生が深くかかわることがあるため、
全国５０の弁護士会を対象として、5～6年に1回程
度の頻度で研修会を開催しているとのことです。
当日は限ら

れた時間では
ありましたが、
当センターが
再就職支援を
行うためには
企業からの支
援依頼を受け
る必要があること、また、原則在職中の登録が必要
となることから、破産を余儀なくされる場合は従業
員を解雇する前に当センターに登録をしていただき、
従業員の不安解消に役立てていただくようお願いし
ました。
なお、諸事情により企業名等を

オープンにできない場合は、解雇
予定日と解雇予定人数をできるだ
け早いタイミングでご連絡いただ
ければ対応可能なこともご説明さ
せていただきました。

去る3月12日・13日、山形県山形市において
2025年度最後の北海道・東北ブロック所長情報交
換会議が開催され、当事務所から阿部所長、岡野副
所長の2名が参加しました。
会議初日は、各事務所から2025年度の業務進捗

状況の説明と各種取組の振り返りを行いブロック内
で共有しました。また、2日目は次年度に向けた提
案・要望や各事務所の業務運営体制確保にかかる意
見交換を行いました。
山形県は年間のラーメン消費額が全国1位という

ことです。札幌ラーメン（特に黄色いタマゴちぢれ
麺）をこよなく愛す
る者としては、山形
のラーメンを食せず
にはいられませんで
したが、安くて美味
しくて消費額全国1
位に納得しました。

北海道・東北ブロック情報交換会議
第８５回全国産業安全衛生大会in札幌

ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ助成金（年収の壁対策）のご案内


